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ⅠⅠ 決算概要決算概要
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２００９年３月期決算のポイント

１１ 2008年3月期比減収・減益2008年3月期比減収・減益

２２ 三菱重工業㈱に対するOEM供給の拡大三菱重工業㈱に対するOEM供給の拡大

３３ 鋼材など原材料費高止まりにより減益鋼材など原材料費高止まりにより減益
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１．連結損益計算書の概要

2008年3月期 2009年3月期 前期比増減

売上高 68,497 65,606 △2,891 △4.2%

営業利益

（営業利益率）

2,759
（4.0%）

1,269
（1.9%）

△1,490
（△2.1 point）

△54.0%

経常利益

（経常利益率）

2,566
（3.7%）

1,215
（1.9%）

△1,351
（△1.8 point）

△52.6%

当期純利益 1,337 308 △1,029 △76.9%

急速な事業環境悪化により4%の減収急速な事業環境悪化により4%の減収

単位：百万円
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２．業績の推移
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３．セグメント別業績（産業車両部門）
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４．フォークリフト市場の動向
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別途OEM
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５．海外売上高の推移

海外売上高 海外売上比率（％）
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６．海外地域別売上高の推移
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７．セグメント別業績（物流システム部門）
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８．セグメント別業績（その他部門）
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９．営業利益の増減要因

原材料費高止まりにより営業利益が前期比1,490百万円減少原材料費高止まりにより営業利益が前期比1,490百万円減少

2008年3月期
営業利益

2009年3月期
営業利益

（単位：百万円）

販売量および
販売価格

原材料費
の上昇

人件費その他
諸経費の減少

コストダウン

1,269

2,759

物流システム
部門の収益悪化

1,490百万円減少

△596

△288

△1,063

+448 +9
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１０．有利子負債・自己資本
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１１．連結キャッシュフロー計算書の概要

営業キャッシュフローが減少営業キャッシュフローが減少

2008年3月期 2009年3月期 前期比増減

営業活動による

キャッシュフロー
4,414 1,503 △2,911

投資活動による

キャッシュフロー
△6,385 △2,427 ＋3,958

フリー

キャッシュフロー
△1,971 △924 ＋1,047

財務活動による

キャッシュフロー
3,396 63 △3,333
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１２．２０１０年３月期業績見通し

2009年3月期 2010年3月期予想 前期比増減

売上高 65,606 74,200 ＋8,594

産業車両部門 51,887 59,100 ＋7,213

物流システム部門 11,105 12,380 ＋1,275

その他部門 2,612 2,720 ＋108

営業利益 1,269 380 △889

営業利益率 1.9% 0.5% △1.4point

経常利益 1,215 500 △715

経常利益率 1.9% 0.7% △1.2point

当期純利益 308 160 △148

設備投資額 2,355 2,340 △15

減価償却費 2,809 2,390 △419

（単位：百万円）
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ⅡⅡ 当社の成長戦略について当社の成長戦略について
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ＣＯＮＴＥＮＴＳ

1．事業環境1．事業環境

4．海外事業の拡大4．海外事業の拡大

5．国内販売（産業車両部門）の拡大5．国内販売（産業車両部門）の拡大

6．物流システム事業の拡大6．物流システム事業の拡大

3．業績推移と目標3．業績推移と目標

2．三菱重工との提携強化2．三菱重工との提携強化
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１．事業環境

当社の成長戦略への
インプット

当社の成長戦略への
インプット

環境意識の高まり
環境関連規制の強化

・・・ＣＯ2削減，省エネニーズ 等

環境意識の高まり
環境関連規制の強化

・・・ＣＯ2削減，省エネニーズ 等

少子高齢化の進展
・・・自動化、省力化ニーズ

少子高齢化の進展
・・・自動化、省力化ニーズ

１００年に１度の
世界的な危機

・・・世界的な業界再編の加速

１００年に１度の
世界的な危機

・・・世界的な業界再編の加速

エネルギー技術の革新
・・・燃料電池，電気自動車 等

エネルギー技術の革新
・・・燃料電池，電気自動車 等

要素技術の強化 ビジネスチャンス

コア技術の活用ビジネスリスク

三菱重工業との提携強化を背景に、

当社の強みを最大限に発揮して事業環境の変化に対応

三菱重工業との提携強化
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２．三菱重工との提携強化

三 菱ニチユ

両社の強みを活かし最大限のシナジーを創出

海外協業
・ＭＣＦネットワークを通じ、ＥＵ，アジア，ロシア，ＣＩＳ
および新興国向けＯＥＭの開始

・ＭＣＦヨーロッパおよびアメリカ向けコンポーネント
供給の検討

海外協業
・ＭＣＦネットワークを通じ、ＥＵ，アジア，ロシア，ＣＩＳ
および新興国向けＯＥＭの開始

・ＭＣＦヨーロッパおよびアメリカ向けコンポーネント
供給の検討

生産・購買協業
・両社のリソース有効活用による、製造・物流効率化

の検討
・グローバルな共同購買推進による、資材・部品等

のコスト低減

生産・購買協業
・両社のリソース有効活用による、製造・物流効率化

の検討
・グローバルな共同購買推進による、資材・部品等

のコスト低減

ＭＣＦ：Ｍｉｔｓｕｂｉｓｈｉ Ｃａｔｅｒｐｉｌｌａｒ Ｆｏｒｋｌｉｆｔ

シナジー
創出

共同開発
・量増加によるコストダウンを狙いとしたグローバル

戦略車の開発を開始
・主要コンポーネント共通化によるコスト競争力強化
・三菱重工の保有要素技術・研究施設の活用

共同開発
・量増加によるコストダウンを狙いとしたグローバル

戦略車の開発を開始
・主要コンポーネント共通化によるコスト競争力強化
・三菱重工の保有要素技術・研究施設の活用

国内販社統合（2009年4月1日）

・バッテリー車とエンジン車の品揃えによる販売強化
・国内販社統合（販売統括会社設立）によるシナジー

効果で国内シェア２位の安定確保
・三菱グループへの拡販

国内販社統合（2009年4月1日）

・バッテリー車とエンジン車の品揃えによる販売強化
・国内販社統合（販売統括会社設立）によるシナジー

効果で国内シェア２位の安定確保
・三菱グループへの拡販
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３．業績推移と目標

■ 国内販社統合・海外事業拡大・物流システム事業拡大を軸に戦略展開

事業環境の変化に対応し、さらなる成長を実現
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４．海外事業の拡大

564593580

9279 92

20.0

14.013.4
12.0

2006年度 2007年度 2008年度 中期目標

■ 海外売上高比率 20％の実現

三菱重工業との協業によりグローバル化を推進

海外売上高
比率（％）

■海外売上高
（億円）

■国内売上高
（億円）

経営基盤強化局面経営基盤強化局面
海外事業拡大戦略の加速海外事業拡大戦略の加速

2006年度 2007年度 2008年度 中期 目標

・欧州、東南アジア、米国向け販売（OEM含む）
・ウェアハウス物流機器の拡充
・コンポーネント事業の拡大

659 685 656
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４．海外事業の拡大

■ ＯＥＭ、ＷＨＥ＊、コンポーネント事業拡大に対応した生産拠点の見直し
＊ＷＨＥ：ウェアハウスエクイップメント＝屋内物流機器

フォークリフト生産の世界的な棲み分け確立

Oceania

South America

North America

Middle East

Africa

MCFE

MCFA

MCFS
NAS

South East Asia

コンポーネント
・OEM供給NFS

OEM供給

アジアに
第2の生産拠点

コンポーネント
・OEM供給

Europe/Russia/CIS
WHEで
提携

China/Korea
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５．国内販売（産業車両部門）の拡大
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■ 2009年4月 統括会社設立 ⇒ 両社の強みを発揮し、営業・サービス面での
シナジー効果を創出

三菱フォークリフトと国内販売会社を統合
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５．国内販売（産業車両部門）の拡大

72,522
86,29985,31583,354

13,93815,61415,23514,646

17.6 17.9 18.1 19.2

25.0

2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 中期目標

39,308 41,104 42,726 38,370

44,046 44,211 43,573
34,152

47.2 48.2 49.5 52.9 55.0

2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 中期予想

83,354 72,52285,315 86,299

三菱フォークリフトと国内販売会社を統合

◆バッテリー車
比率（％）

2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 中期予想

■エンジン車（台）

■バッテリー車（台）

市場規模は拡大せず、バッテリー車比率がさらに上昇。国内市場推移国内市場推移

■ニチユ/三菱

シェア（％）

■市場（台）

■ニチユ/三菱（台）

2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 中期目標

シナジー効果の創出で国内フォークリフトシェア2位獲得へ。シェア推移シェア推移
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６．物流システム事業の拡大

■ 少子高齢化による自動化・省力化と環境・安全ニーズの高まりに、コア技術と
ソリューション／エンジニアリング力で対応。中期目標連結売上高200億円へ

中型無人搬送車を軸としたソリューション・エンジニアリング力強化

保管系
システム

保管系
システム

搬送系
システム

搬送系
システム

情報系
システム

情報系
システム

・主力：ＡＧＶ、ＡＧＦ
・コンベア/ソーター

メーカーとの提携
強化 など

・主力：ＡＧＶ、ＡＧＦ
・コンベア/ソーター

メーカーとの提携
強化 など

・ロジナビ*
・デジタルピッキン

グシステム など

＊ロジナビ：ウェアハウス
マネジメントシステム

・ロジナビ*
・デジタルピッキン

グシステム など

＊ロジナビ：ウェアハウス
マネジメントシステム

・ＣＡＳ ＰＡＣＫ*
ラインナップ強化
など

＊CAS PACK：自動倉庫

・ＣＡＳ ＰＡＣＫ*
ラインナップ強化
など

＊CAS PACK：自動倉庫
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注意事項

本資料につきましては投資家の皆様への情報提供のみを目的としたものであり、売買の勧誘を目的とし

たものではありません。本資料における将来予想に関する記述につきましては、目標や予測に基づいて

おり、確約や保障を与えるものではありません。また、将来における当社の業績が、現在の当社の将来

予想と異なる結果になることがある点を認識された上で、ご利用ください。また、業績等に関する記述に

つきましても、信頼できると思われる各種データに基づいて作成しておりますが、当社はその正確性、安

全性を保証するものではありません。本資料は、投資家の皆様がいかなる目的にご利用される場合にお

いても、ご自身のご判断と責任においてご利用されることを前提にご提示させていただくものであり、当社

はいかなる場合においてもその責任は負いません。

日本輸送機株式会社

総務課 山崎、小泉

お問い合わせ先

〒617-8585 京都府長岡京市東神足2-1-1
TEL：075-951-7171 FAX：075-955-3797 
http://www.nichiyunet.co.jp
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